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I.多目的コホート研究 20,000 人のデータに基づく胃

がんの ABC 分類を使用した予測モデルにおける外

的妥当性の検討 

 

A. 研究目的 

昨年度、多目的コホート研究に基づく胃がんのリス

ク予測モデルの構築について報告したが、今年度、

論文が受理された（論文発表１）。そのモデルについ 

 

て、内的妥当性は検討済みであったが、より広く一般

化するためには外的妥当性について担保されている

ことが望ましい。そのため、今回すでに構築した胃が

んの予測モデルについて、外的妥当性検討のため

の追加解析を行った。 

 

B. 研究方法 

多目的コホート研究（JPHC Study）、コホート II を

ベースにピロリ菌感染、ペプシノーゲン値による萎縮

性胃炎、喫煙、胃がんの家族歴に基づき 10 年間で

胃がん発生の確率を求める予測モデルを構築した

（論文発表１）。モデル構築を行ったのとは独立の別

研究要旨 

 多目的コホート研究（JPHC Study）のコホート II の対象者（アンケート回答あるいは血液

提供時年齢 40-70 歳）で血液の提供のあった約 20,000 人について、ヘリコバクター・ピロ

リ菌感染とペプシノーゲン値に基づく萎縮性胃炎の組み合わせによる ABC 分類の他に

喫煙、食塩摂取などの生活習慣要因を考慮に入れて、10 年間で胃がんに罹患する確率

を求めることができる予測モデルを構築し、論文発表した。このモデルについて、より一般

化するために外的妥当性について追加検討を実施した。その結果、検証集団の規模は

小さく解釈には注意を要するが、外的妥当性は良好な成績であった。今後、より現代に

近いデータ集団を用いた妥当性検証を行い、実用化の範囲を広げていく必要がある。  

 また、ABC 分類と胃がんとの関連についての国内の前向き研究のメタ解析を行った。一

般住民、職域、病院の検診受診者などを対象とする４件の研究があり、A 群を基準とした

場合の B, C, D 群の相対リスクはそれぞれ 1.1-8.9, 6.0-17.7, 8.2-69.7 の範囲であった。こ

れらに基づきメタ解析を行った結果、それぞれの群の相対リスクおよび 95％信頼区間は

4.47 (1.83-10.03), 11.06 (4.86-25.58), 14.78 (6.46-38.21)と算出された。B 群を基準としたと

き、C および D 群との間に有意差はみられたが、C 群を基準としたとき D 群との間に有意

差はなかった。すなわち、A 群、B 群、C+D 群に基づく胃がんリスクの層別化が可能であ

ることが示唆された。今後、日本人集団全体に基づく胃がん累積リスクの算出へと結び付

けていく必要がある。 



の集団として JPHC Study のコホート I の１地域 1502 

名を設定した。追跡期間や除外規定はモデルを構

築した集団と同様とした。妥当性の検討には時間依

存 性  c-index （ 判 別 能 の 指 標 ） お よ び

Nam-d’Agostino’s Chi-square test（キャリブレーション

の指標）を用いた。 

（倫理面での配慮） 

 既存資料の解析計画として現在、全対象者向けに

ホームページ上で研究の概要を公開し、参加取りや

めの機会を保障している。また、国立がん研究センタ

ーの倫理審査委員会により承認済みである。 

 

C. 研究結果 

妥当性検証集団における追跡期間中の胃がん罹患

数は A, B, C, D 群それぞれにおいて 1, 5, 30, 3 名で

あり、罹患率はそれぞれ 0.306, 0.655, 2.501, 2.587 で

あった（表１）。モデルの妥当性について、判別能を

示す C-index は 0.786 であり、オリジナル集団での値

（0.768）とほぼ同等の良好なものであった。キャリブレ

ーション分析で Nam と d’Agostino のχ二乗検定 で

は 10 群に分類した時の成績は必ずしも良好には見

えなかったが（図１）、p=0.74 により有意ではなかっ

た。 

 

 
D. 考察 

 本研究では大規模コホートのデータを用いて構築

した予測モデルについて、独立した集団において外

的妥当性を検討したところ、C-index は 0.786 であり、

オリジナル集団とほぼ同等であり、また、キャリブレー

ションの成績も有意差はなく、これらのことから外的

妥当性は良好であることが示された。ただし、妥当性

検証のための集団のサンプルサイズは小さく、胃が

ん罹患数も 39 と少数にとどまった。今回、c-index は

非常に良好な成績であったが、このサンプルサイズ

の小ささも部分的に影響している可能性は否定でき

ない。また、キャリブレーション分析のための Nam と

d’Agostino のχ二乗検定については、十分なサン

プルサイズが必要とされている。検定の結果有意で

はなかったが、図１でも示されたように必ずしも成績

が良好でない群も存在する。サンプルサイズの小ささ

が影響していると考えられる。  

  

E.結論 

大規模コホートのデータを用いて構築した予測モデ

ルについて、独立した集団において外的妥当性を検

討した。検証集団の規模は小さく解釈には注意を要

するが、外的妥当性は良好な成績であった。今後、

日本の記述データを用いたモデルの構築や、より現

代に近いデータ集団を用いた妥当性検証を行い、

実用化の範囲を広げていく必要がある。 

 

 

F. 健康危険情報 

なし 

 

 

 

II. ABC 分類と胃がんとの関連についての国内の前

向き研究のメタ解析 

 

A. 研究目的 

胃がんの ABC 分類について、対象集団が異なれば

胃がん罹患に対するリスク値も異なる可能性がある。

単一の研究集団ではなく、複数の研究集団に基づく

結果をメタ解析することにより、より代表性のあるリス

ク値を求めることは今後日本全体における解析・集

計をする上で基礎となる。 

 

B. 研究方法 

PubMed の検索エンジンを用いて国内の ABC 分類と

胃がんリスクに関する前向き研究を抽出した。解析は

重みづけの multivariate メタアナリシスを実施（fixed 

effect model および random effect model）し、A 群を

基準としたときの B, C, D 群のサマリー推定値を算出

した。 

（倫理面での配慮）本解析はすでに論文化され、公

表されたデータのみを使用するものである。 



 

C. 研究結果 

住民、病院、職域ベースなどの前向き研究が４件抽

出された（表２）。研究開始時期は 1990 年前後で類

似しており、除菌療法の保険適用以前で一致してい

たが、研究の規模には 10 倍近い開きがあり、A 群を

基準とした場合の B, C, D 群の相対リスクはそれぞれ

1.1-8.9, 6.0-17.7, 8.2-69.7 の 範 囲 で あ っ た 。

Multivariate メタ解析（random effect model を適用）の

結果、それぞれの群の相対リスクおよび 95％信頼区

間は 4.47 (1.83-10.03), 11.06 (4.86-25.58), 14.78 

(6.46-38.21)と算出された（図 2-4）。B 群を基準とした

とき、C および D 群との間に有意差はみられたが、C

群を基準としたとき D 群との間に有意差はなかった。 

 

D. 考察 

４件の国内の前向き研究に基づき、A 群を基準とし

た場合の B,C,D 群の胃がんリスクに関するサマリー

推計値が算出された。A 群、B 群、C+D 群に基づく

胃がんリスクの層別化が可能であることが示唆され

た。 

 

E. 結論 

ABC 分類に基づく胃がんリスクのサマリー値を活用

して今後、日本人集団全体に基づく胃がん累積リス

クの算出へと結び付けていく必要がある。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 
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